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◆ 著 書 
1)  成瀬優知．要介護（支援）高齢者コホート研究．三徳和子，成瀬優知他編．東京：クオリティケア；2015．介護要

因疾患研究の概要と意義，要介護（支援）高齢者中新川コホート研究；p．5-6，p．137-62． 
 

◆ 原 著 
1) 一島志伸，寺西敬子，中林美奈子，成瀬優知．特定高齢者が要介護 1 以上認定となるまでの期間．厚生の指標．2015 

Jan；62(1)：7-12． 

 

◆ 学会報告 
1)  青島恵子，加藤輝隆，成瀬優知，加須屋實．カドミウム腎症における尿中肝臓型脂肪酸結合タンパク（L-FABP）測

定の意義．第 85 回日本衛生学会学術総会；2015 Mar 26-28；和歌山． 
2)  中林美奈子，鳴尾明子，河原雅典，木下功士，新鞍真理子，鳥海清司，永井嘉隆，青木頼子，寺西敬子，成瀬優知．

アクションリサーチによる歩行圏コミュニティづくり第 6 報－活動継続を促す要件－．第 74 回日本公衆衛生学会総

会；2015 Nov 4-6；長崎． 
3)  中嶋素子，森河裕子，櫻井 勝，長澤晋哉，石崎昌夫，城戸照彦，成瀬優知，諏訪園靖，能川和浩，中川秀昭．労

働集団における睡眠状況と血圧変化に関する縦断的検討．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
4)  吉田祥吾，寺西敬子，成瀬優知，春名美和子．特定健診情報を用いた評価第 1 報受診回数が検査値にもたらす影響．

第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
5)  寺西敬子，吉田祥吾，成瀬優知，春名美和子．特定健診情報を用いた評価第 2 報 BMI 変化による 5 年後の健診結果

の悪化・改善状況．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
6)  茂野 敬，成瀬優知．脳血管疾患発症者における予後：入院期間と退院先との関連．第 74 回日本公衆衛生学会総会；

2015 Nov 4-6；長崎． 
7)  宮原優太，井波藍子，北山由起子，新鞍真理子，寺西敬子，成瀬優知．要介護認定高齢者における認知症発症・悪

化の予知要因－第 1 報－IADL と認知症発症．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
8)  北山由起子，宮原優太，井波藍子，新鞍真理子，寺西敬子，成瀬優知．要介護認定高齢者における認知症発症・悪

化の予知要因－第 2 報－IADL と認知症悪化．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
9)  岡本和士，三徳和子，成瀬優知，新鞍真理子，寺西敬子，尾形由起子，眞崎直子，林 真二，簑輪眞澄．要介護高

齢者の生活要因と生命予後との関連－郡上と富山の 2 地域の比較－．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；
長崎． 

10)  平田洋介，新鞍真理子，下田裕子，寺西敬子，成瀬優知．在宅生活継続中断に関わる要因．第 74 回日本公衆衛生学

会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
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